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日日日

農
業
共
済
事
業
合
併
覚
書

調
印
式
（
牧
村
）

民
生
委
員
会

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会ス
キ
i
場
安
全
祈
願
祭

ス
キ
i
場
オ
ー
プ
ン

議
会
運
営
委
員
会

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
講
習
会

松里保育所年中組から新年のこあいさつ

21

日
　
12
月
定
例
議
会
（
2
2
日
ま

　
　
　
で
）

25
日
　
農
業
委
員
会
総
会

26

日
　
ふ
る
さ
と
創
生
審
議
会

▼
－
月
の
予
定

11104
日日日

15
日

出
稼
ぎ
再
赴
任
バ
ス
運
行

共
済
嘱
託
員
会
議

上
越
地
区
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
（
ア
ル
ペ
ン
）
1
2
日

ま
で

小
正
月
行
事
　
婿
投
げ
・

ス
ミ
ぬ
り
（
湯
本
）

金
子
県
知
事
夫
妻
来
町

　
編
集
後
記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
前
に
は
屋
根
に
上
が
る
事
も

い
ら
ず
大
変
喜
ん
で
い
た
所
、
午

年
に
な
っ
た
と
た
ん
に
ま
と
ま
っ

た
雪
が
降
り
、
ス
キ
ー
場
は
ホ
ッ

と
｝
息
つ
い
た
よ
う
で
す
が
「
ま

た
大
雪
か
！
し
と
不
安
に
思
わ
れ

た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
町
営
ス
キ
ー
場
は
雪
に
も
恵
ま

れ
、
連
日
大
変
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
訪
れ
、
去
年
以
上
の
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
珍
ぼ
う

　
今
年
一
年
、
町
は
ど
ん
な
変
貌

を
遂
げ
る
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん

と
と
も
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
紙
面
の
都
合
で
何
で
も
質
問

コ
ー
ナ
ー
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

一
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
九
三
四
（
▲
五
）

　
　
男
／
一
、
九
二
二
（
▲
八
）

　
　
女
／
二
、
〇
一
二
（
　
三
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
九
（
▲
二
）

（
）
内
は
十
二
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
一
月
号

　
平
成
二
年
一
月
十
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
君
六
ー
三
一
一
二
一

　
編
集
／
議
会
事
務
局
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②

は

です衆議院議員選挙の

大
切
な

票

あ
な
た
は
誰
を
選
び
ま
す
か
Q
・

　
｝
月
二
十
四
日
、
衆
議
院
が
解

散
さ
れ
、
昭
和
四
十
二
年
以
来
と

い
わ
れ
る
真
冬
の
選
挙
が
実
施
さ

れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
税
解
散
と
い
わ
れ
る
今
回

の
選
挙
は
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙

同
様
、
今
後
の
日
本
政
治
の
動
向

を
占
う
大
変
関
心
の
高
い
選
挙
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
選
挙
の
日
程
は
、
二
月
三
日
に

公
示
さ
れ
事
実
状
選
挙
戦
が
ス
タ

ー
ト
し
、
十
五
日
後
の
二
月
十
八

日
が
投
票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
区
で
は
定
員
二
名
の
所
、
五

名
の
方
が
立
候
補
さ
れ
激
し
い
選

挙
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
所
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
二
月
一
日
か
ら
公

職
選
挙
法
が
か
な
り
大
幅
に
改
正

さ
れ
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
ク
リ

ー
ン
な
選
挙
運
動
を
推
進
す
る
よ

新潟4区立候補者届出順

新
　
　
新
　
　
前

無
　
　
共
　
　
自

かおる

馨48団体役員
ユ
越

紳
宮

たなか　 のりみつ

田中　徳光44政党役員
しらかわ　 かつひこ

白川　勝彦44弁護士

自前

おさむ

修60　団体役員
たか　と　り

高鳥

社新

ドク　ヂノ　　しし　　　　　レンいシ　た　カロ

筒井　信隆45弁護士

みんなで守ろう

明るい選挙

う
義
務
づ
け
る
改
正
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
　
（
別
記
）

　
今
回
は
ま
た
最
高
裁
判
所
裁
判

官
の
信
任
投
票
も
同
時
に
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
両
方
と
も
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
て
い
る
方
や
、

投
票
日
に
都
合
が
悪
く
投
票
所
に

行
け
な
い
と
い
う
方
の
為
に
、
不

在
者
投
票
所
が
役
場
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
、
大
切
な
一
票
で
す
の
で

棄
権
す
る
事
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
投
票
は
二
月
十
八
日
（
日
）
の
午

前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
行
わ

れ
ま
す
が
、
真
冬
で
の
選
挙
と
い

う
事
で
町
内
の
一
部
投
票
所
で
は
、

終
了
が
一
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
午

後
五
時
で
終
了
す
る
所
が
あ
り
ま

す
。
開
票
は
即
日
開
票
さ
れ
、
夜

半
に
は
大
勢
が
決
ま
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

轡
擢
輝
瀞

蕉、騨　ひ

開票前の緊張のひととき

　　　　　　　（昨年夏の選挙風景より）

公職選挙法が改正され、政治家の寄附は

罰則をもって禁止されました

　
第
百
十
六
回
国
会
で
、
　
「
公
職
選
挙
法
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
十
二
月
十
九
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の

実
現
と
選
挙
の
公
正
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
寄
附
の
禁

止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
平
成
二
年
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。、

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者

に
な
ろ
う
と
す
る
者
お
よ
ぴ
現

に
公
職
に
あ
る
者
）
は
、
寄
附

を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
政
治
家
が
選
挙
同
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
（
政

党
や
親
族
に
対
す
る
も
の
お
よ
び

政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
必
要
や

む
を
得
な
い
実
費
の
補
償
は
除
か

葬式の花輪や香典

れ
ま
す
）
は
、
い
か
な
る
名
義
を

も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
次
の
も
の
を
除

き
す
べ
て
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

　
結
婚
披
露
宴
で
の
祝
儀
。

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

　
葬
式
や
通
夜
で
の
香
典
。

　
①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に

関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一

般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る

場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

政
治
家
以
外
の
人
が
、
政
治
家
名

義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

二
、
有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る

　
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で

　
寄
附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。

　
政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す

よ
う
に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を

威
迫
し
て
あ
る
い
は
政
治
家
の
当

選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る

目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

　
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求

め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

三
、
政
治
家
が
年
賀
状
な
ど
の
あ

　
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ

　
ら
れ
ま
す
。

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
、
答
礼
の
た
め
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑

中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ

つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

四
、
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料

　
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

　
政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ

る
後
援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的

と
し
て
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
、
有
料
の
広

お歳暮やお中元

　
　
　
　
、
、
・
」
識
、

驚謝・

・
　
お
中
鷺

　
’
－
・
繍
幽

　
O

　
O

　
　
O
　
、
、
訟

　
ゆ
　
　
　
ご
ね
ロ

・
魅
矯
艦
。
鰹
．
．
、

。
鶉
。

　
　
　
O

告
（
い
わ
ゆ
る
名
刺
広
告
な
ど
）

を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に

対
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
の
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

五
、
後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、

　
祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ

　
ま
す
。

　
後
援
会
が
花
輪
、
香
典
、
祝
儀

そ
の
ほ
か
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

を
出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立

目
的
に
よ
り
行
う
行
事
や
事
業
に

関
す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
す
る

と
、
そ
の
時
期
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

※
一
、
二
、
四
及
び
五
に
よ
っ
て

　
処
罰
さ
れ
ま
す
と
公
民
権
停
止

　
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
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る
名
義
を

も
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て
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る
も
の
で
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て
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
次
の
も
の
を
除

き
す
べ
て
罰
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の
対
象
と
な
り
ま
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①
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典
。
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ラ
ジ
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な
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有
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広

お歳暮やお中元

　
　
　
　
、
、
・
」
識
、

驚謝・

・
　
お
中
鷺

　
’
－
・
繍
幽

　
O

　
O

　
　
O
　
、
、
訟

　
ゆ
　
　
　
ご
ね
ロ

・
魅
矯
艦
。
鰹
．
．
、

。
鶉
。

　
　
　
O

告
（
い
わ
ゆ
る
名
刺
広
告
な
ど
）

を
出
す
と
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さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
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す
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広
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求
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こ
と
も
禁
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求
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五
、
後
援
会
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香
典
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な
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す
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罰
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れ

　
ま
す
。

　
後
援
会
が
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輪
、
香
典
、
祝
儀

そ
の
ほ
か
こ
れ
ら
に
類
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も
の

を
出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立

目
的
に
よ
り
行
う
行
事
や
事
業
に

関
す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
す
る

と
、
そ
の
時
期
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
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※
一
、
二
、
四
及
び
五
に
よ
っ
て

　
処
罰
さ
れ
ま
す
と
公
民
権
停
止

　
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
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金
子
目

ロ
　
　
リ
る

郵
一
、
騨

　
姦
褻
、

祭月行事、すみぬり有名とな全国にすっ

妻
も
参
加
し
て

磐
投
伊●

　
奇
祭
と
し
て
す
っ
か
り
有
名
に

な
っ
た
湯
本
部
落
の
小
正
月
行
事

”
婿
投
げ
”
　
〃
す
み
ぬ
り
”
が
、

一
月
十
五
日
行
わ
れ
、
沢
山
の
観

光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
特
に
、
金
子
県
知
事
夫

妻
も
こ
の
行
事
に
参
加
さ
れ
、
地

元
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
行

事
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
年
婿
投
げ
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
鉱
木
朝
雄
・
尚
子
夫
妻
（
屋

号
仙
田
屋
）
と
、
相
沢
誠
・
江
美

夫
妻
（
み
は
ら
し
）
の
二
組
で
、

午
後
二
時
過
ぎ
、
湯
本
の
若
い
衆

に
か
つ
が
れ
て
自
宅
を
出
発
、
村

は
ず
れ
の
薬
師
堂
ま
で
駆
け
登
り

お
参
り
と
清
め
の
酒
を
飲
ん
で
、

さ
あ
本
番
で
す
。
若
い
衆
に
胴
上

げ
さ
れ
る
事
三
回
、
そ
の
後
、
お

嫁
さ
ん
の
待
つ
ガ
ケ
下
へ
十
メ
ー

ト
ル
も
放
り
投
げ
ら
れ
雪
の
中
へ

錨
計
雌
ゆ
祭
ゆ

ス
ッ
ポ
リ
、
見
物
人
か
ら
大
歓
声

が
沸
き
上
が
り
ま
す
。

　
昨
年
は
小
雪
で
痛
そ
う
で
し
た

が
、
今
年
は
雪
も
あ
り
し
か
も
二

組
も
見
ら
れ
て
最
高
の
婿
投
げ
が

出
来
ま
し
た
。
二
人
の
お
婿
さ
ん

大
役
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
婿
投
げ
の
後
は
場
所
を
移
動
し

て
の
”
歳
の
神
”
す
み
ぬ
り
祭
り

の
始
ま
り
で
す
。

　
前
日
か
ら
役
員
総
出
で
作
っ
た

と
い
う
歳
の
神
が
中
央
に
立
て
ら

れ
た
広
場
で
、
ま
ず
小
野
塚
温
泉

組
合
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て

金
子
知
事
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

「
こ
れ
か
ら
県
内
の
色
々
な
所
に

出
向
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
接
っ

し
な
が
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
県
政

に
反
映
さ
せ
て
行
き
た
い
。
そ
の

手
初
め
に
松
之
山
に
お
じ
ゃ
ま
し

た
凶
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
佐
藤
神
官
に
よ
る
神

　歳の神であいさつをされる

　金子清新潟県知事

0

諭腐訂顧

“
伊
辱
・

◎
診
嬢

　　　　若い衆にかつがれて、薬師堂までひと登り。
・1靴綜今年は鈴木湘沢両夫妻が主役です・

投げられるお婿さんを心配する

一　　　　 尚子さんと江美さん

“ 佐藤神官よりお祓いをしてもらう
知事夫妻と湯本の皆さん。

　　　蚤

熟爾

貫鷲、

“
誠

－

相
　
〆

仲むつま

。〆1

ず

犠、

尚子夫妻鈴木朝雄黒真

事
、
手
じ
め
、
知
事
婦
人
の
音
頭

で
お
神
酒
の
乾
杯
が
行
わ
れ
た
の

ち
、
い
よ
い
よ
火
入
れ
式
で
す
。

知
事
夫
妻
、
鈴
木
、
・
相
沢
の
両
夫

妻
に
よ
っ
て
歳
の
神
に
火
が
付
け

ら
れ
ま
す
と
、
高
い
歳
の
神
は
勢

い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
傍
に
近
ず

け
な
い
ほ
ど
と
な
り
ま
す
。
そ
の

火
が
や
や
下
火
に
な
る
と
お
待
ち

か
ね
の
チ
か
か
か
の
開
始
で
す
。

　
燃
え
た
灰
に
雪
を
ま
ぶ
し
す
み

に
し
て
、
口
々
に
オ
メ
デ
ト
ウ
と

言
い
な
が
ら
顔
に
チ
勘
を
塗
り
あ

い
、
見
て
い
る
人
た
ち
ま
で
す
み

の
洗
礼
を
受
け
ま
す
。
無
病
息
災
、

家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
の
ご
利
益

が
あ
る
と
い
う
こ
の
行
事
、
肌
の

弱
い
方
は
ち
ょ
っ
と
注
意
が
必
要

と
か
！

　
湯
本
以
外
の
各
部
落
で
も
歳
の

神
、
ど
ん
ど
焼
き
を
や
ら
れ
た
所

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
年

　
　
　
　
　
に
過
し
た
い
も
の
で

多娚櫛パ
がつ、毅や0
もわ㌧

0
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皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
一
ご
二

　
点
の
中
か
ら
、
町
の
使
い
み
ち
を
決
定
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
よ
り
各
部
門
別
に
少
し
ず
つ

　
紹
介
し
ま
す
。
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＊
須
山
境
沢
に
　
　
　
　
　
　
＊
雪
の
中
の
寅
さ
ん

　
　
　
霊
園
造
成
　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
松
之
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
映
画
づ
く
り

　
　
　
（
松
ロ
　
高
橋
キ
シ
さ
ん
）

　
美
人
林
に
隣
接
し
て
、
大
荒
戸
、

新
山
、
光
間
に
囲
ま
れ
た
須
山
境

沢
で
比
較
的
平
ら
な
広
い
土
地
が

荒
れ
て
い
る
。

　
今
都
会
で
は
墓
地
が
高
く
て
な

か
な
か
買
え
な
い
そ
う
だ
が
、
こ

の
荒
地
に
も
の
す
ご
く
大
き
な
霊

．
園
を
造
っ
て
売
り
出
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　
湯
沢
か
ら
直
通
バ
ス
に
乗
っ
て

墓
参
り
に
来
て
、
温
泉
に
入
っ
た

り
観
光
を
楽
し
ん
だ
り
、
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
な
ど
も
必
要
に
な
っ
て
、

町
民
の
働
き
場
所
も
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
国
へ
名

が
知
れ
る
よ
う
な
霊
園
造
り
に
一

億
円
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
（
公
民
館
社
会
教
育
係
）

　
効
果
は
松
之
山
町
が
全
国
の
映

画
館
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
に
流
れ
る

の
で
国
内
に
対
す
る
宣
伝
効
果
バ

ツ
グ
ン
。

　
方
法
は
葛
飾
区
、
松
竹
宣
伝
担

当
、
ア
ロ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
i
等

に
依
頼
し
、
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
の

一
部
を
松
之
山
で
ロ
ケ
し
て
も
ら

う
。　

経
費
、
前
売
券
一
万
枚
買
い
取

り
、
そ
の
他
滞
在
費
等
の
協
力
に

二
千
万
円
ほ
ど
必
要
。
連
携
と
し

て
町
出
身
者
に
前
売
券
の
販
売
と
、

そ
の
他
経
費
の
募
金
を
行
う
。

年
金
保
険
料
の

　
　
控
除
申
告
も
忘
れ
ず
に
！

〈
確
定
申
告
〉

　
農
業
・
自
営
業
を
営
む
み
な
さ

ん
が
納
め
て
い
る
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
税
法
上
、
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
か

れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
に
行
う
所
得
税
の

確
定
申
告
の
際
は
、
一
年
間
に
支

払
っ
た
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
下
さ
い
。

　
平
成
元
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
に
納
め
た
、
つ
ぎ
の
保
険
料
が

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
定
額
保
険
料
一
年
分

　
　
　
九
五
、
O
O
O
円

◎
付
加
保
険
料
（
月
四
〇
〇
円
）

　
を
一
緒
に
納
め
て
い
る
人

　
　
　
九
九
、
八
○
○
円

　
な
お
、
前
納
保
険
料
、
追
納
保

険
料
、
未
納
保
険
料
な
ど
の
保
険

料
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
役
場

の
年
金
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

納税相談のお知らせ

2月一19日～27日

▽
日
　
時

　
二
月
十
九
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
二
十
七
日
（
火
）
ま
で

　
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

▽
場
所

　
松
之
山
町
役
場
議
場
（
二
階
）

※
税
務
署
ま
た
は
役
場
か
ら
案
内
通
知
で
指
定

　
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
今
回
の
相
談
は
確
定
申
告
者
だ
け
で
す
。

※
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相
談
と
受
理
は
、

　
三
月
一
日
よ
り
三
月
十
三
日
ま
で
の
間
に
、

　
各
地
区
で
行
い
ま
す
。

糠懇
は一

一’ず
一
二

所得税の

正しくお旱めに
を

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
か
に
な
り
ま
す
と

温
雑
し
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
〈
正
し
い
確
定
申
告
を
〉

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
税
の

状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆

さ
ん
自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自

分
の
所
得
ど
税
額
を
正
し
く
計
算

し
て
申
告
、
納
付
す
る
と
い
う
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け

で
な
く
、
不
足
税
額
の
1
5
％
又
は

10

％
の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
更
に
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
申
告
書
を
自
分
で

　
　
　
　
　
書
く
と
き
は
〉

　
申
告
書
を
書
く
と
き
は
、
　
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
に
示

さ
れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
し
て

い
く
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
所
得
や
税
額
の
計
算
の
仕
方
、

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
で
分
か
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
税
務
係
や
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
覧
の
お
知
ら
せ

3
月
－
日
－
2
0
日
ま
で

▽
縦
覧
の
趣
旨

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
定

資
産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
本
的

な
重
要
帳
簿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
納
税
者
に
見
て
も
ら
う
事
に
よ

っ
て
、
登
録
事
項
の
正
確
性
を
検

証
す
る
制
度
で
す
。

▽
縦
覧
の
期
間

　
縦
覧
の
期
間
は
三
月
一
日
（
木
）

か
ら
二
十
日
（
火
）
と
し
、
役
場
総

務
課
で
行
い
ま
す
。

▽
課
税
標
準
額
等
の
確
定

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
が

行
わ
れ
、
か
つ
審
査
申
出
期
間
（
三

月
一
日
～
三
月
三
十
日
）
内
に
、

納
税
者
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
対
す
る
審
査
の
申
し
出

が
な
い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
、
課

税
標
準
額
な
ど
が
確
定
し
ま
す
。

▽
現
況
課
税
結
果
の

　
　
　
　
　
確
認
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
か
ら
申
告
し
て
い
た
だ

い
た
登
記
地
目
と
現
況
が
一
致
し

な
い
土
地
に
つ
い
て
、
昨
年
五
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
の
約
ニ
ヵ
月

間
で
、
確
認
を
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　
申
告
の
対
象
外
の
土
地
を
申
告

さ
れ
た
た
め
、
現
況
替
え
に
な
ら

な
か
っ
た
土
地
も
か
な
り
あ
り
ま

し
た
の
で
、
確
認
の
意
味
で
縦
覧

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
役
場
　
税
務
課
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点
の
中
か
ら
、
町
の
使
い
み
ち
を
決
定
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
よ
り
各
部
門
別
に
少
し
ず
つ

　
紹
介
し
ま
す
。
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山
境
沢
に
　
　
　
　
　
　
＊
雪
の
中
の
寅
さ
ん

　
　
　
霊
園
造
成
　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
松
之
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
映
画
づ
く
り

　
　
　
（
松
ロ
　
高
橋
キ
シ
さ
ん
）

　
美
人
林
に
隣
接
し
て
、
大
荒
戸
、

新
山
、
光
間
に
囲
ま
れ
た
須
山
境

沢
で
比
較
的
平
ら
な
広
い
土
地
が

荒
れ
て
い
る
。

　
今
都
会
で
は
墓
地
が
高
く
て
な

か
な
か
買
え
な
い
そ
う
だ
が
、
こ

の
荒
地
に
も
の
す
ご
く
大
き
な
霊

．
園
を
造
っ
て
売
り
出
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　
湯
沢
か
ら
直
通
バ
ス
に
乗
っ
て

墓
参
り
に
来
て
、
温
泉
に
入
っ
た

り
観
光
を
楽
し
ん
だ
り
、
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
な
ど
も
必
要
に
な
っ
て
、

町
民
の
働
き
場
所
も
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
国
へ
名

が
知
れ
る
よ
う
な
霊
園
造
り
に
一

億
円
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
（
公
民
館
社
会
教
育
係
）

　
効
果
は
松
之
山
町
が
全
国
の
映

画
館
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
に
流
れ
る

の
で
国
内
に
対
す
る
宣
伝
効
果
バ

ツ
グ
ン
。

　
方
法
は
葛
飾
区
、
松
竹
宣
伝
担

当
、
ア
ロ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
i
等

に
依
頼
し
、
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
の

一
部
を
松
之
山
で
ロ
ケ
し
て
も
ら

う
。　

経
費
、
前
売
券
一
万
枚
買
い
取

り
、
そ
の
他
滞
在
費
等
の
協
力
に

二
千
万
円
ほ
ど
必
要
。
連
携
と
し

て
町
出
身
者
に
前
売
券
の
販
売
と
、

そ
の
他
経
費
の
募
金
を
行
う
。

年
金
保
険
料
の

　
　
控
除
申
告
も
忘
れ
ず
に
！

〈
確
定
申
告
〉

　
農
業
・
自
営
業
を
営
む
み
な
さ

ん
が
納
め
て
い
る
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
税
法
上
、
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
か

れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
に
行
う
所
得
税
の

確
定
申
告
の
際
は
、
一
年
間
に
支

払
っ
た
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
下
さ
い
。

　
平
成
元
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
に
納
め
た
、
つ
ぎ
の
保
険
料
が

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
定
額
保
険
料
一
年
分

　
　
　
九
五
、
O
O
O
円

◎
付
加
保
険
料
（
月
四
〇
〇
円
）

　
を
一
緒
に
納
め
て
い
る
人

　
　
　
九
九
、
八
○
○
円

　
な
お
、
前
納
保
険
料
、
追
納
保

険
料
、
未
納
保
険
料
な
ど
の
保
険

料
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
役
場

の
年
金
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

納税相談のお知らせ

2月一19日～27日

▽
日
　
時

　
二
月
十
九
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
二
十
七
日
（
火
）
ま
で

　
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

▽
場
所

　
松
之
山
町
役
場
議
場
（
二
階
）

※
税
務
署
ま
た
は
役
場
か
ら
案
内
通
知
で
指
定

　
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
今
回
の
相
談
は
確
定
申
告
者
だ
け
で
す
。

※
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相
談
と
受
理
は
、

　
三
月
一
日
よ
り
三
月
十
三
日
ま
で
の
間
に
、

　
各
地
区
で
行
い
ま
す
。

糠懇
は一

一’ず
一
二

所得税の

正しくお旱めに
を

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
か
に
な
り
ま
す
と

温
雑
し
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
〈
正
し
い
確
定
申
告
を
〉

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
税
の

状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆

さ
ん
自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自

分
の
所
得
ど
税
額
を
正
し
く
計
算

し
て
申
告
、
納
付
す
る
と
い
う
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け

で
な
く
、
不
足
税
額
の
1
5
％
又
は

10

％
の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
更
に
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
申
告
書
を
自
分
で

　
　
　
　
　
書
く
と
き
は
〉

　
申
告
書
を
書
く
と
き
は
、
　
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
に
示

さ
れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
し
て

い
く
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
所
得
や
税
額
の
計
算
の
仕
方
、

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
で
分
か
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
税
務
係
や
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
覧
の
お
知
ら
せ

3
月
－
日
－
2
0
日
ま
で

▽
縦
覧
の
趣
旨

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
定

資
産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
本
的

な
重
要
帳
簿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
納
税
者
に
見
て
も
ら
う
事
に
よ

っ
て
、
登
録
事
項
の
正
確
性
を
検

証
す
る
制
度
で
す
。

▽
縦
覧
の
期
間

　
縦
覧
の
期
間
は
三
月
一
日
（
木
）

か
ら
二
十
日
（
火
）
と
し
、
役
場
総

務
課
で
行
い
ま
す
。

▽
課
税
標
準
額
等
の
確
定

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
が

行
わ
れ
、
か
つ
審
査
申
出
期
間
（
三

月
一
日
～
三
月
三
十
日
）
内
に
、

納
税
者
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
対
す
る
審
査
の
申
し
出

が
な
い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
、
課

税
標
準
額
な
ど
が
確
定
し
ま
す
。

▽
現
況
課
税
結
果
の

　
　
　
　
　
確
認
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
か
ら
申
告
し
て
い
た
だ

い
た
登
記
地
目
と
現
況
が
一
致
し

な
い
土
地
に
つ
い
て
、
昨
年
五
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
の
約
ニ
ヵ
月

間
で
、
確
認
を
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　
申
告
の
対
象
外
の
土
地
を
申
告

さ
れ
た
た
め
、
現
況
替
え
に
な
ら

な
か
っ
た
土
地
も
か
な
り
あ
り
ま

し
た
の
で
、
確
認
の
意
味
で
縦
覧

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
役
場
　
税
務
課

⑦
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全
校
児
童
で
書
き
ぞ
め
大
会
浦
田
幽
難
撚

1年生は今年のえと“うま。に挑戦

　
浦
田
小
学
校
で
は
、
三
学
期
に

入
っ
て
問
も
な
い
皿
月
十
一
日
に
、

全
校
児
童
が
体
育
館
に
集
ま
り
書

き
ぞ
め
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
書
き
ぞ
め
は
函
年
や
っ
て
い
る

と
い
う
事
で
す
が
、
全
校
児
童
が

，
【
斎
に
集
ま
っ
て
行
う
の
は
初
め

て
だ
そ
う
で
す
。

　
冷
た
い
空
気
が
ビ
ー
ン
と
張
り

つ
め
た
体
育
館
で
は
、
冬
休
み
中

に
練
習
し
て
来
た
習
字
の
最
後
の

仕
上
げ
が
、
静
か
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
一
年
生
は
“
う
ま
”
、
二
年
生

は
“
こ
ま
つ
”
、
三
年
生
は
，
”
ふ

じ
山
”
、
四
年
生
は
“
初
便
り
”
、

五
年
生
は
“
新
年
会
”
、
六
年
生

“
日
本
の
春
”
と
、
与
え
ら
れ
た

手
本
を
見
な
が
ら
真
剣
に
書
い
て

い
る
様
子
は
、
日
頃
活
発
な
子
供

た
ち
と
は
思
え
な
い
程
、
落
ち
着

い
て
見
え
、
年
に
何
回
か
は
こ
う

い
う
時
間
が
必
要
だ
な
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

勃ぽ
1月H日
全校児童が体育館に集まっての書きぞめ大会

2
上
越
地
区
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
松
之
山
町
で
開
催

o

3

」

岬
　
　
、

　
　
　
が
魯

迫力ある大回転のレース

　
今
年
で
四
〇
回
目
を
迎
え
た
上

越
地
区
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ア
ル

ベ
ン
の
部
が
、
　
一
月
十
二
臼
松
之

山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、

女
子
十
六
名
、
男
子
八
十
二
名
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
大
回
転
と
回
転
の
二
種
目
が
行

わ
れ
た
こ
の
大
会
、
成
績
上
位
の

者
が
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出

場
出
来
る
と
あ
っ
て
、
選
手
の
皆

さ
ん
は
必
死
で
し
た
。

　
大
会
の
方
は
、
や
は
り
妙
高
勢

が
強
く
、
村
立
妙
高
中
と
町
立
妙

高
中
の
選
手
が
男
・
女
と
も
上
位

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

松
之
山
中
学
校
の
選
手
も
頑
張
り
、

男
子
回
転
で
小
野
塚
学
君
（
中
坪
）

が
三
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
樋
口
博

明
君
（
兎
口
）
が
八
位
に
、
女
子

回
転
で
は
植
木
芽
久
美
さ
ん
（
兎

ロ
）
が
六
位
に
、
佐
藤
麻
紀
さ
ん

（
天
水
越
）
が
七
位
に
入
り
ま
し

た
。
ま
た
大
回
転
で
は
、
男
子
で

小
野
塚
学
君
が
七
位
に
、
植
木
竜

博
君
（
兎
□
）
が
八
位
に
入
る
健

闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　
貝
大
会
に
は
回
転
・
大
回
転
と

も
男
子
六
人
、
女
子
二
人
が
、
松

‘鞭

之
山
中
か
ら
出
場
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

村山臣君（松之山中3年）が

力強く選手宣誓（雪椿にて）

’3
金
子
県
知
事
夫
妻
豪
雪
塾
役
員
と
昼
食
会

　
県
知
事
就
任
以
来
、
多
忙
な
日

日
を
過
さ
れ
て
い
る
金
子
清
知
事

が
、
小
正
目
の
十
五
臼
に
奥
さ
ん

を
連
れ
ら
れ
て
松
之
山
を
訪
れ
、

浦
田
で
行
っ
て
い
る
豪
雪
塾
の
役

員
十
名
と
、
手
打
ち
そ
ば
の
昼
食

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
十
二
時
半
頃
に
豪
雪

塾
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
上
の
山
部

落
の
丸
山
定
一
さ
ん
宅
に
到
着
し

た
知
事
夫
妻
は
、
今
は
珍
ら
し
く

な
っ
た
い
ろ
り
を
囲
ん
で
役
員
と

会
談
、
地
域
の
状
況
や
塾
を
始
め

た
き
っ
か
け
な
ど
を
熱
心
に
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
度
か
ら
後
継
者
対
策
、

農
村
に
お
け
る
嫁
不
足
対
策
を
県

の
重
点
政
策
に
掲
げ
て
い
る
金
子

知
事
に
と
っ
て
は
，
大
変
興
昧
あ

る
話
し
合
い
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
あ
と
手
打
そ
ば
に
よ
る
昼

食
会
が
も
た
れ
、
地
元
の
山
菜
料

理
と
地
酒
”
豪
雪
塾
”
を
味
わ
い

な
が
ら
、
そ
ば
を
沢
山
食
べ
て
行

か
れ
ま
し
た
。

　
金
子
知
事
は
話
の
中
で
「
地
元

を
大
切
に
し
、
　
一
生
懸
命
ふ
る
さ

と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
所

に
は
、
県
と
し
て
も
出
来
る
だ
け

の
協
力
を
し
た
い
ρ
と
，
力
強
い

言
葉
を
話
さ
れ
、
豪
雪
塾
の
皆
さ

ん
の
意
気
が
ま
た
一
段
と
上
が
っ

た
よ
う
で
し
た
。

浦田丸山定一さん（左から2人目）宅で

郷土料理を楽しむ知事夫妻

松
之
山
大
相
撲
パ
ラ
パ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
十
五
日
間
で
し
た

みんなの注目を集めながら横綱

藤の倉富雄関の土俵入り

　　　　　　　　（布川場所）

　
冬
の
楽
し
み
の
『
つ
に
大
相
撲

が
あ
り
ま
す
。
　
一
月
七
日
か
ら
始

ま
っ
た
両
国
国
技
館
で
の
初
場
所

は
、
横
網
干
代
の
富
士
の
圧
勝
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
松
之
山
各

地
で
開
催
さ
れ
た
大
相
撲
で
は
、

色
々
な
波
乱
が
あ
っ
た
よ
う
で
ず
。

　
今
年
は
松
之
山
大
相
撲
の
元
祖

と
も
い
え
る
松
之
山
地
区
が
力
士

数
の
不
足
に
よ
り
開
催
を
取
り
止

め
、
松
里
・
布
川
・
浦
田
・
農
協
・

水
梨
・
湯
山
な
ど
の
所
で
盛
大
に

実
施
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
中
で
も
力
士
数
百
八
名
の
松
里

場
所
と
七
十
八
名
の
布
川
場
所
は

に
ぎ
や
か
で
、
二
十
一
日
の
干
秋

楽
の
夜
行
わ
れ
た
大
納
会
は
、
大

変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
布
川
場
所
で
は
、
㎜
番
点
数
の

低
い
力
士
十
名
に
よ
る
出
世
力
士

の
士
俵
入
り
で
始
ま
り
、
東
西
両

横
綱
士
俵
入
り
、
殊
勲
、
敢
斗
、

技
能
の
各
表
彰
や
筆
頭
力
士
、
勘

当
り
賞
の
表
彰
も
行
わ
れ
盛
ん
な

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
松
里
・
布
川
に
お
け
る
最
高
得

点
は
、
松
里
藤
の
川
関
の
九
七
点
、

最
低
は
布
川
豚
珍
館
関
ほ
か
二
人

の
七
〇
点
で
し
た
。

　
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
十
五
日

間
、
皆
さ
ん
成
績
の
万
は
い
か
が

で
し
た
で
し
よ
う
か
？

◎
横
綱
紹
介
　
　
（
松
里
）

東
横
綱

西
刀

東
横
綱

西
〃

藤
の
川
敏
孝
　
97
点

菱
の
山
一
郎
　
9
3
点

　
（
布
川
）

藤
の
倉
富
雄
　
9
6
点

丸
馬
鹿
富
雄
　
9
3
点

⑨
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全
校
児
童
で
書
き
ぞ
め
大
会
浦
田
幽
難
撚

1年生は今年のえと“うま。に挑戦

　
浦
田
小
学
校
で
は
、
三
学
期
に

入
っ
て
問
も
な
い
皿
月
十
一
日
に
、

全
校
児
童
が
体
育
館
に
集
ま
り
書

き
ぞ
め
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
書
き
ぞ
め
は
函
年
や
っ
て
い
る

と
い
う
事
で
す
が
、
全
校
児
童
が

，
【
斎
に
集
ま
っ
て
行
う
の
は
初
め

て
だ
そ
う
で
す
。

　
冷
た
い
空
気
が
ビ
ー
ン
と
張
り

つ
め
た
体
育
館
で
は
、
冬
休
み
中

に
練
習
し
て
来
た
習
字
の
最
後
の

仕
上
げ
が
、
静
か
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
一
年
生
は
“
う
ま
”
、
二
年
生

は
“
こ
ま
つ
”
、
三
年
生
は
，
”
ふ

じ
山
”
、
四
年
生
は
“
初
便
り
”
、

五
年
生
は
“
新
年
会
”
、
六
年
生

“
日
本
の
春
”
と
、
与
え
ら
れ
た

手
本
を
見
な
が
ら
真
剣
に
書
い
て

い
る
様
子
は
、
日
頃
活
発
な
子
供

た
ち
と
は
思
え
な
い
程
、
落
ち
着

い
て
見
え
、
年
に
何
回
か
は
こ
う

い
う
時
間
が
必
要
だ
な
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

勃ぽ
1月H日
全校児童が体育館に集まっての書きぞめ大会

2
上
越
地
区
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
松
之
山
町
で
開
催

o

3

」

岬
　
　
、

　
　
　
が
魯

迫力ある大回転のレース

　
今
年
で
四
〇
回
目
を
迎
え
た
上

越
地
区
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ア
ル

ベ
ン
の
部
が
、
　
一
月
十
二
臼
松
之

山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、

女
子
十
六
名
、
男
子
八
十
二
名
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
大
回
転
と
回
転
の
二
種
目
が
行

わ
れ
た
こ
の
大
会
、
成
績
上
位
の

者
が
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出

場
出
来
る
と
あ
っ
て
、
選
手
の
皆

さ
ん
は
必
死
で
し
た
。

　
大
会
の
方
は
、
や
は
り
妙
高
勢

が
強
く
、
村
立
妙
高
中
と
町
立
妙

高
中
の
選
手
が
男
・
女
と
も
上
位

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

松
之
山
中
学
校
の
選
手
も
頑
張
り
、

男
子
回
転
で
小
野
塚
学
君
（
中
坪
）

が
三
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
樋
口
博

明
君
（
兎
口
）
が
八
位
に
、
女
子

回
転
で
は
植
木
芽
久
美
さ
ん
（
兎

ロ
）
が
六
位
に
、
佐
藤
麻
紀
さ
ん

（
天
水
越
）
が
七
位
に
入
り
ま
し

た
。
ま
た
大
回
転
で
は
、
男
子
で

小
野
塚
学
君
が
七
位
に
、
植
木
竜

博
君
（
兎
□
）
が
八
位
に
入
る
健

闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　
貝
大
会
に
は
回
転
・
大
回
転
と

も
男
子
六
人
、
女
子
二
人
が
、
松

‘鞭

之
山
中
か
ら
出
場
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

村山臣君（松之山中3年）が

力強く選手宣誓（雪椿にて）

’3
金
子
県
知
事
夫
妻
豪
雪
塾
役
員
と
昼
食
会

　
県
知
事
就
任
以
来
、
多
忙
な
日

日
を
過
さ
れ
て
い
る
金
子
清
知
事

が
、
小
正
目
の
十
五
臼
に
奥
さ
ん

を
連
れ
ら
れ
て
松
之
山
を
訪
れ
、

浦
田
で
行
っ
て
い
る
豪
雪
塾
の
役

員
十
名
と
、
手
打
ち
そ
ば
の
昼
食

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
十
二
時
半
頃
に
豪
雪

塾
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
上
の
山
部

落
の
丸
山
定
一
さ
ん
宅
に
到
着
し

た
知
事
夫
妻
は
、
今
は
珍
ら
し
く

な
っ
た
い
ろ
り
を
囲
ん
で
役
員
と

会
談
、
地
域
の
状
況
や
塾
を
始
め

た
き
っ
か
け
な
ど
を
熱
心
に
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
度
か
ら
後
継
者
対
策
、

農
村
に
お
け
る
嫁
不
足
対
策
を
県

の
重
点
政
策
に
掲
げ
て
い
る
金
子

知
事
に
と
っ
て
は
，
大
変
興
昧
あ

る
話
し
合
い
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
あ
と
手
打
そ
ば
に
よ
る
昼

食
会
が
も
た
れ
、
地
元
の
山
菜
料

理
と
地
酒
”
豪
雪
塾
”
を
味
わ
い

な
が
ら
、
そ
ば
を
沢
山
食
べ
て
行

か
れ
ま
し
た
。

　
金
子
知
事
は
話
の
中
で
「
地
元

を
大
切
に
し
、
　
一
生
懸
命
ふ
る
さ

と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
所

に
は
、
県
と
し
て
も
出
来
る
だ
け

の
協
力
を
し
た
い
ρ
と
，
力
強
い

言
葉
を
話
さ
れ
、
豪
雪
塾
の
皆
さ

ん
の
意
気
が
ま
た
一
段
と
上
が
っ

た
よ
う
で
し
た
。

浦田丸山定一さん（左から2人目）宅で

郷土料理を楽しむ知事夫妻

松
之
山
大
相
撲
パ
ラ
パ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
十
五
日
間
で
し
た

みんなの注目を集めながら横綱

藤の倉富雄関の土俵入り

　　　　　　　　（布川場所）

　
冬
の
楽
し
み
の
『
つ
に
大
相
撲

が
あ
り
ま
す
。
　
一
月
七
日
か
ら
始

ま
っ
た
両
国
国
技
館
で
の
初
場
所

は
、
横
網
干
代
の
富
士
の
圧
勝
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
松
之
山
各

地
で
開
催
さ
れ
た
大
相
撲
で
は
、

色
々
な
波
乱
が
あ
っ
た
よ
う
で
ず
。

　
今
年
は
松
之
山
大
相
撲
の
元
祖

と
も
い
え
る
松
之
山
地
区
が
力
士

数
の
不
足
に
よ
り
開
催
を
取
り
止

め
、
松
里
・
布
川
・
浦
田
・
農
協
・

水
梨
・
湯
山
な
ど
の
所
で
盛
大
に

実
施
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
中
で
も
力
士
数
百
八
名
の
松
里

場
所
と
七
十
八
名
の
布
川
場
所
は

に
ぎ
や
か
で
、
二
十
一
日
の
干
秋

楽
の
夜
行
わ
れ
た
大
納
会
は
、
大

変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
布
川
場
所
で
は
、
㎜
番
点
数
の

低
い
力
士
十
名
に
よ
る
出
世
力
士

の
士
俵
入
り
で
始
ま
り
、
東
西
両

横
綱
士
俵
入
り
、
殊
勲
、
敢
斗
、

技
能
の
各
表
彰
や
筆
頭
力
士
、
勘

当
り
賞
の
表
彰
も
行
わ
れ
盛
ん
な

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
松
里
・
布
川
に
お
け
る
最
高
得

点
は
、
松
里
藤
の
川
関
の
九
七
点
、

最
低
は
布
川
豚
珍
館
関
ほ
か
二
人

の
七
〇
点
で
し
た
。

　
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
十
五
日

間
、
皆
さ
ん
成
績
の
万
は
い
か
が

で
し
た
で
し
よ
う
か
？

◎
横
綱
紹
介
　
　
（
松
里
）

東
横
綱

西
刀

東
横
綱

西
〃

藤
の
川
敏
孝
　
97
点

菱
の
山
一
郎
　
9
3
点

　
（
布
川
）

藤
の
倉
富
雄
　
9
6
点

丸
馬
鹿
富
雄
　
9
3
点

⑨
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松
之
山
町
の

　
　
　
　
　
　
　
仏
教
事
情

◎
現
存
寺
院

　
町
内
に
曹
洞
宗
の
観
音
寺
、
陽

広
寺
、
松
陰
寺
、
正
法
寺
の
四
力

寺
と
、
真
宗
大
谷
派
大
厳
寺
、
同

高
田
派
常
照
寺
の
ニ
カ
寺
が
あ
り

ま
す
。

　
各
寺
々
の
記
録
や
言
い
伝
え
に

よ
り
ま
す
と
、

　
今
か
ら
五
三
〇
年
前
の
長
禄
四

年
、
字
深
谷
に
観
音
寺
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
古
く
か
ら

あ
っ
た
密
教
系
寺
院
跡
に
再
建
、

曹
洞
宗
に
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
観
音
寺
に
お
く
れ
る
こ
と
一
一

三
年
、
天
正
元
年
に
藤
倉
の
正
法

寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
正

法
寺
も
、
古
く
は
字
中
尾
に
あ
っ

た
密
教
系
寺
院
を
現
在
地
字
藤
倉

に
移
し
、
改
宗
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
松
之
山
の
陽
広
寺
は
正
法
寺
に

お
く
れ
る
こ
と
一
年
、
天
正
二
年

No．32

の
建
立
で
す
が
、
も
と
は
現
在
の

郵
便
局
の
あ
た
軌
に
あ
っ
た
陽
徳

庵
を
字
中
ノ
入
に
移
し
、
陽
広
寺

と
改
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
三
力
寺
が
建
立
さ
れ
た
時

代
は
、
室
町
幕
府
越
後
守
護
上
杉

房
定
の
頃
か
ら
で
、
治
安
も
お
さ

ま
り
文
化
の
栄
え
始
め
た
時
代
に

あ
た
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
初
め
、
今
か
ら
三

六
四
年
前
の
寛
永
三
年
に
、
湯
山

字
寺
屋
敷
に
松
陰
寺
を
建
立
、
故

あ
っ
て
三
九
年
後
の
寛
文
五
年
、

字
中
島
の
現
在
地
に
移
転
し
て
い

ま
す
。

　
松
陰
寺
に
お
く
れ
る
こ
と
七
八

。
年
、
元
禄
十
七
年
字
大
野
に
大
厳

寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
浦
田
地
区
に
初
め
て
寺
院
が

建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
浦
田
地
区
は
古
く
か
ら
、
菖
蒲

の
真
宗
本
願
寺
派
念
宗
寺
、
小
黒

の
大
谷
派
専
敬
寺
、
上
越
市
諏
訪

の
等
覚
寺
、
蒲
生
の
曹
洞
宗
松
泉

寺
、
同
じ
く
室
野
洞
泉
寺
の
檀
家

が
あ
り
、
特
に
専
敬
寺
と
は
古
く

か
ら
結
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
現
代
に
な
っ
て
大
正
十
二
年
に

三
重
県
に
あ
っ
た
真
宗
高
田
派
常

照
院
を
字
湯
之
島
に
移
し
、
常
照

寺
と
改
め
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

◎
廃
寺
と
な
っ
た
寺
院

　
江
戸
時
代
町
内
町
外
の
史
料
に
、

真
言
宗
当
山
派
修
験
道
に
属
す
る

坪
野
の
清
学
院
と
天
台
宗
本
山
派

修
験
道
に
属
す
る
光
間
の
千
手
院

湯
山
の
明
王
院
・
不
動
院
、
小
谷

の
大
龍
院
と
あ
っ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
存
在
の
記
録
の
み
で
、

い
つ
頃
か
ら
修
験
活
動
が
行
わ
れ

た
の
か
不
明
で
す
。

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
九
月

修
験
道
廃
止
令
に
よ
っ
て
、
松
之

山
町
か
ら
姿
を
消
し
、
た
だ
坪
野

の
清
学
院
の
み
修
験
を
廃
し
て
、

真
言
宗
清
学
寺
と
し
て
存
続
し
ま

し
た
が
、
昭
和
五
十
年
住
職
の
死

亡
と
共
に
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。

天正2年、松之山では3番目に古いといわれている松之

山部落の陽広寺

◎
佛
堂
に
つ
い
て

　
今
般
の
町
史
編
さ
ん
資
料
調
査

で
、
町
内
に
佛
堂
が
四
十
三
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
寺
院
所
属
現
存
の
佛

堂
が
七
、
個
人
所
有
の
も
の
四
、

他
の
施
設
に
移
さ
れ
、
わ
ず
か
に

佛
像
の
み
残
す
も
の
十
二
に
止
ま

り
、
他
は
廃
堂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
院
所
属
の
佛
堂
中
、
黒
倉
字

越
道
に
あ
る
十
王
堂
は
、
松
代
長

命
寺
所
属
の
佛
堂
で
、
住
職
も
常

在
し
v
盛
ん
に
宗
教
活
動
が
営
ま

れ
い
ま
す
が
、
他
の
仏
堂
は
集
落

の
人
々
に
よ
っ
て
、
護
持
さ
れ
所

属
寺
院
に
よ
っ
て
法
要
が
営
ま
れ

て
い
る
程
度
で
あ
り
ま
す
。

　
個
人
所
有
の
佛
堂
は
、
そ
の
家

の
護
持
佛
で
時
に
菩
提
寺
を
招
き

法
要
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
他
の
十
二
佛
堂
は
、
佛
像
等
集

落
内
の
セ
ン
タ
ー
に
、
或
は
神
社

寺
院
の
一
画
に
移
さ
れ
て
廃
堂
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
佛
教
事
情
の
概
略
で
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
文
責
　
田
浪
龍
之

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

　
　
　
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ガ
ン
バ

　
一
月
に
入
り
、
県
内
各
ス
キ
i

場
で
は
色
々
な
ス
キ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

松
之
山
の
選
手
や
松
之
山
出
身
の

選
手
が
各
種
大
会
で
好
成
績
を
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯

　
　
　
　
　
　
纂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
馨

。
2

糎

5 め
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
手

に
し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
も
ベ
ス
ト
を
尽
し

て
頑
張
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
皆

さ
ん
で
応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い

矯

4P
歯急

聡ン

騨

1月12日

松之山温泉スキー場で開催された上越地区中学校スキー大会

レ
〃

　
　
　
　
●

ま
す
。

▽
大
会
名
と
出
場
選
手

◎
第
三
九
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ

　
ー
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

　
二
月
六
日
よ
り
六
日
町
で
開
催

o
大
回
転

　
小
野
塚
和
生
君
　
　
（
中
坪
）

　
　
松
之
山
分
校
二
年
生

○
男
子
1
5
キ
ロ
（
距
離
）

　
福
原
　
賢
君
　
　
（
小
谷
）

　
　
松
之
山
分
校
二
年
生

○
男
子
リ
レ
ー
（
1
0
キ
ロ
×
4
人
）

　
村
山
　
敦
史
君
（
湯
本
）

　
　
十
日
町
高
校
二
年
生

◎
冬
期
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）

　
二
月
二
十
日
よ
り
青
森
県
大
鰐

○
大
回
転

　
小
野
塚
和
生
君
　
　
（
松
高
）

　
柳
　
隆
晃
君
（
湯
本
）
成
年
｝

　
　
部
（
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
）

◎
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
福
原
　
賢
君
　
　
（
松
高
）

安
心
し
て
勉
強
で
き
る

　
　
就
学
援
助
に
つ
い
て

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的

な
理
由
で
義
務
教
育
費
等
に
お
困

り
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
就
学
援
助
は
、
教
育
委
員

会
が
生
活
困
窮
者
と
し
て
認
定
し

た
保
護
者
に
対
し
て
、
義
務
教
育

の
一
部
を
援
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

援
助
の
対
象
と
な
る
費
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は

教
育
委
員
会
、
民
生
委
員
、
又
は

在
学
の
学
校
長
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
援
助
す
る
費
目

○
学
用
品
（
学
用
品
・
通
学
用
靴
・

　
　
　
　
雨
が
さ
・
帽
子
な
ど
）

○
体
育
実
技
用
具
（
ス
キ
i
板
・

　
　
金
具
・
靴
・
ス
ト
ッ
ク
）

○
入
学
学
用
品
（
ラ
ン
ド
セ
ル
・

　
　
カ
バ
ン
・
服
な
ど
）

○
修
学
旅
行
（
交
通
費
・
宿
泊
費
・

　
　
見
学
料
な
ど
）

○
学
校
給
食
（
学
校
で
徴
収
す
る

　
　
給
食
費
）

○
医
療
費
（
結
膜
炎
・
う
歯
・
中

　
　
耳
炎
な
ど
の
一
部
負
担
金
）

▽
認
定
の
手
続
き

　
教
育
委
員
会
に
あ
る
「
就
学
援

　
助
認
定
申
請
書
」
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

▽
認
定
申
請
書
受
付
期
間

　
二
月
十
日
か
ら
二
月
末
日
ま
で

　
の
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
期
間
終
了
後
に
困

　
窮
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の

　
時
点
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育

　
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

す

0
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松
之
山
町
の

　
　
　
　
　
　
　
仏
教
事
情

◎
現
存
寺
院

　
町
内
に
曹
洞
宗
の
観
音
寺
、
陽

広
寺
、
松
陰
寺
、
正
法
寺
の
四
力

寺
と
、
真
宗
大
谷
派
大
厳
寺
、
同

高
田
派
常
照
寺
の
ニ
カ
寺
が
あ
り

ま
す
。

　
各
寺
々
の
記
録
や
言
い
伝
え
に

よ
り
ま
す
と
、

　
今
か
ら
五
三
〇
年
前
の
長
禄
四

年
、
字
深
谷
に
観
音
寺
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
古
く
か
ら

あ
っ
た
密
教
系
寺
院
跡
に
再
建
、

曹
洞
宗
に
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
観
音
寺
に
お
く
れ
る
こ
と
一
一

三
年
、
天
正
元
年
に
藤
倉
の
正
法

寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
正

法
寺
も
、
古
く
は
字
中
尾
に
あ
っ

た
密
教
系
寺
院
を
現
在
地
字
藤
倉

に
移
し
、
改
宗
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
松
之
山
の
陽
広
寺
は
正
法
寺
に

お
く
れ
る
こ
と
一
年
、
天
正
二
年
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の
建
立
で
す
が
、
も
と
は
現
在
の

郵
便
局
の
あ
た
軌
に
あ
っ
た
陽
徳

庵
を
字
中
ノ
入
に
移
し
、
陽
広
寺

と
改
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
三
力
寺
が
建
立
さ
れ
た
時

代
は
、
室
町
幕
府
越
後
守
護
上
杉

房
定
の
頃
か
ら
で
、
治
安
も
お
さ

ま
り
文
化
の
栄
え
始
め
た
時
代
に

あ
た
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
初
め
、
今
か
ら
三

六
四
年
前
の
寛
永
三
年
に
、
湯
山

字
寺
屋
敷
に
松
陰
寺
を
建
立
、
故

あ
っ
て
三
九
年
後
の
寛
文
五
年
、

字
中
島
の
現
在
地
に
移
転
し
て
い

ま
す
。

　
松
陰
寺
に
お
く
れ
る
こ
と
七
八

。
年
、
元
禄
十
七
年
字
大
野
に
大
厳

寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
浦
田
地
区
に
初
め
て
寺
院
が

建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
浦
田
地
区
は
古
く
か
ら
、
菖
蒲

の
真
宗
本
願
寺
派
念
宗
寺
、
小
黒

の
大
谷
派
専
敬
寺
、
上
越
市
諏
訪

の
等
覚
寺
、
蒲
生
の
曹
洞
宗
松
泉

寺
、
同
じ
く
室
野
洞
泉
寺
の
檀
家

が
あ
り
、
特
に
専
敬
寺
と
は
古
く

か
ら
結
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
現
代
に
な
っ
て
大
正
十
二
年
に

三
重
県
に
あ
っ
た
真
宗
高
田
派
常

照
院
を
字
湯
之
島
に
移
し
、
常
照

寺
と
改
め
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

◎
廃
寺
と
な
っ
た
寺
院

　
江
戸
時
代
町
内
町
外
の
史
料
に
、

真
言
宗
当
山
派
修
験
道
に
属
す
る

坪
野
の
清
学
院
と
天
台
宗
本
山
派

修
験
道
に
属
す
る
光
間
の
千
手
院

湯
山
の
明
王
院
・
不
動
院
、
小
谷

の
大
龍
院
と
あ
っ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
存
在
の
記
録
の
み
で
、

い
つ
頃
か
ら
修
験
活
動
が
行
わ
れ

た
の
か
不
明
で
す
。

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
九
月

修
験
道
廃
止
令
に
よ
っ
て
、
松
之

山
町
か
ら
姿
を
消
し
、
た
だ
坪
野

の
清
学
院
の
み
修
験
を
廃
し
て
、

真
言
宗
清
学
寺
と
し
て
存
続
し
ま

し
た
が
、
昭
和
五
十
年
住
職
の
死

亡
と
共
に
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。

天正2年、松之山では3番目に古いといわれている松之

山部落の陽広寺

◎
佛
堂
に
つ
い
て

　
今
般
の
町
史
編
さ
ん
資
料
調
査

で
、
町
内
に
佛
堂
が
四
十
三
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
寺
院
所
属
現
存
の
佛

堂
が
七
、
個
人
所
有
の
も
の
四
、

他
の
施
設
に
移
さ
れ
、
わ
ず
か
に

佛
像
の
み
残
す
も
の
十
二
に
止
ま

り
、
他
は
廃
堂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
院
所
属
の
佛
堂
中
、
黒
倉
字

越
道
に
あ
る
十
王
堂
は
、
松
代
長

命
寺
所
属
の
佛
堂
で
、
住
職
も
常

在
し
v
盛
ん
に
宗
教
活
動
が
営
ま

れ
い
ま
す
が
、
他
の
仏
堂
は
集
落

の
人
々
に
よ
っ
て
、
護
持
さ
れ
所

属
寺
院
に
よ
っ
て
法
要
が
営
ま
れ

て
い
る
程
度
で
あ
り
ま
す
。

　
個
人
所
有
の
佛
堂
は
、
そ
の
家

の
護
持
佛
で
時
に
菩
提
寺
を
招
き

法
要
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
他
の
十
二
佛
堂
は
、
佛
像
等
集

落
内
の
セ
ン
タ
ー
に
、
或
は
神
社

寺
院
の
一
画
に
移
さ
れ
て
廃
堂
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
佛
教
事
情
の
概
略
で
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
文
責
　
田
浪
龍
之

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

　
　
　
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ガ
ン
バ

　
一
月
に
入
り
、
県
内
各
ス
キ
i

場
で
は
色
々
な
ス
キ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

松
之
山
の
選
手
や
松
之
山
出
身
の

選
手
が
各
種
大
会
で
好
成
績
を
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯

　
　
　
　
　
　
纂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
馨

。
2

糎

5 め
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
手

に
し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
も
ベ
ス
ト
を
尽
し

て
頑
張
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
皆

さ
ん
で
応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い

矯

4P
歯急

聡ン

騨

1月12日

松之山温泉スキー場で開催された上越地区中学校スキー大会

レ
〃

　
　
　
　
●

ま
す
。

▽
大
会
名
と
出
場
選
手

◎
第
三
九
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ

　
ー
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

　
二
月
六
日
よ
り
六
日
町
で
開
催

o
大
回
転

　
小
野
塚
和
生
君
　
　
（
中
坪
）

　
　
松
之
山
分
校
二
年
生

○
男
子
1
5
キ
ロ
（
距
離
）

　
福
原
　
賢
君
　
　
（
小
谷
）

　
　
松
之
山
分
校
二
年
生

○
男
子
リ
レ
ー
（
1
0
キ
ロ
×
4
人
）

　
村
山
　
敦
史
君
（
湯
本
）

　
　
十
日
町
高
校
二
年
生

◎
冬
期
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）

　
二
月
二
十
日
よ
り
青
森
県
大
鰐

○
大
回
転

　
小
野
塚
和
生
君
　
　
（
松
高
）

　
柳
　
隆
晃
君
（
湯
本
）
成
年
｝

　
　
部
（
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
）

◎
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
福
原
　
賢
君
　
　
（
松
高
）

安
心
し
て
勉
強
で
き
る

　
　
就
学
援
助
に
つ
い
て

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的

な
理
由
で
義
務
教
育
費
等
に
お
困

り
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
就
学
援
助
は
、
教
育
委
員

会
が
生
活
困
窮
者
と
し
て
認
定
し

た
保
護
者
に
対
し
て
、
義
務
教
育

の
一
部
を
援
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

援
助
の
対
象
と
な
る
費
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は

教
育
委
員
会
、
民
生
委
員
、
又
は

在
学
の
学
校
長
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
援
助
す
る
費
目

○
学
用
品
（
学
用
品
・
通
学
用
靴
・

　
　
　
　
雨
が
さ
・
帽
子
な
ど
）

○
体
育
実
技
用
具
（
ス
キ
i
板
・

　
　
金
具
・
靴
・
ス
ト
ッ
ク
）

○
入
学
学
用
品
（
ラ
ン
ド
セ
ル
・

　
　
カ
バ
ン
・
服
な
ど
）

○
修
学
旅
行
（
交
通
費
・
宿
泊
費
・

　
　
見
学
料
な
ど
）

○
学
校
給
食
（
学
校
で
徴
収
す
る

　
　
給
食
費
）

○
医
療
費
（
結
膜
炎
・
う
歯
・
中

　
　
耳
炎
な
ど
の
一
部
負
担
金
）

▽
認
定
の
手
続
き

　
教
育
委
員
会
に
あ
る
「
就
学
援

　
助
認
定
申
請
書
」
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

▽
認
定
申
請
書
受
付
期
間

　
二
月
十
日
か
ら
二
月
末
日
ま
で

　
の
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
期
間
終
了
後
に
困

　
窮
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の

　
時
点
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育

　
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

す

0
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ゆ
ー

　
　
長
期
滞
在
型
保
養
地
と
し
て
整

　
備
す
る
に
は
そ
の
範
囲
は
極
め
て

　
広
い
。
農
村
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト

　
は
第
一
次
産
業
と
の
共
存
を
図
る

　
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

　
る
。
し
か
し
日
本
の
場
合
農
業
を

　
す
べ
て
観
光
に
結
び
つ
け
る
こ
と

　
は
で
き
な
い
が
、
ど
の
部
分
を
関

　
連
づ
け
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
思

　
わ
れ
ま
す
。

　
　
小
杉
先
生
は
目
玉
事
業
に
つ
い

　
て
、
小
さ
い
施
設
を
多
く
作
る
よ

　
り
も
大
き
な
も
の
を
一
ケ
所
作
る

　
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま

　
し
た
。

　
　
ハ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
古
城

む

し
を
見
学

楽を
　
　
広
大
な
敷
地
に
巨
大
な
城
が
地

り
下
形
を
巧
み
に
利
用
し
て
構
築
さ
れ

川
て
お
り
、
現
在
ま
で
よ
く
保
存
さ

のー
れ
て
き
た
こ
と
に
威
心
心
し
ま
し
た
。

ン
　
　
城
内
は
古
美
術
品
や
資
料
が
陳

イ
列
さ
れ
て
お
り
全
体
が
博
物
館
の

ラ
U
よ
う
な
感
じ
を
う
け
ま
し
た
。
地

る
下
に
は
大
き
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

な
父
り
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ヘ

向
う

　
沿
道
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
は

赤
松
林
が
続
い
て
い
た
が
、
松
ク

イ
虫
に
苦
し
む
日
本
を
思
い
羨
し

く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
町
は
人
口

六
十
二
万
人
を
数
え
、
西
ド
イ
ツ

六
番
目
の
大
都
市
で
あ
っ
て
約
十

七
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
国
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
国
内
外
の
銀

行
が
四
二
〇
も
あ
る
と
い
う
国
際

都
市
で
あ
り
ま
す
。
大
空
港
も
大

き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
西
ド
イ
ツ
の
人
口
は
六

五
〇
〇
万
人
、
車
の
台
数
三
五
〇

〇
万
台
で
あ
っ
て
生
活
水
準
は
か

な
り
古
同
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
一
番
の
観
光
地
ラ
イ
ン

川
を
船
で
下
り
ま
し
た
。
川
の
沿

線
に
は
峻
険
な
地
形
の
中
に
多
数

の
城
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
城
の
数

は
全
部
で
三
千
ケ
所
と
も
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
大
半
は
ホ
テ
ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
博
物
館
、
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
一
方
廃
き
ょ
同
然
の
も
の
も

あ
る
よ
う
で
し
た
。

　
小
杉
先
生
が
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

ネ
コ
城
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
三
七
一
年
に
築
か
れ

た
も
の
で
こ
の
城
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

に
よ
っ
て
破
か
い
さ
れ
た
が
、
そ

れ
か
ら
十
年
後
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
失

脚
し
、
そ
の
後
城
再
建
の
運
動
が

起
り
修
復
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
へ
い
（
壁
）
の
厚
さ
ニ
メ
ー

ト
ル
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
塔
は

五
階
建
に
相
当
す
る
高
さ
で
あ
り

ま
す
。
小
杉
先
生
は
こ
の
城
を
四

三
〇
万
マ
ル
ク
、
日
本
円
で
約
三

川下りをしていると小高い山のあち二ちに古い城

を見る事が出来る

億
四
千
万
円
で
購
入
い
た
し
ま
し

た
。
現
在
荒
れ
た
状
態
で
す
が
ニ

ケ
年
か
け
て
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
駐
車
場
を
整
備
し
て
営
業

を
は
じ
め
た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ラ
イ
ン
川
は
二
一
一
二
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
船
か
ら
見

る
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
又
船
の

往
来
も
多
く
父
な
る
川
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

●

皆さんからのお便りをお待ちして

役場議会事務局までいます。

　除雪の事についてお伺いします。

　雪の降らない地方に比らべ、松之山の

ように沢山雪が降る所は除雪費用が大変

かと思います。除雪機の購入代や除雪の

費用に補助金などあるのでしょうか。

　　　　　　　　　　　（下蝦池　住人）

お
答
え
し
ま
す
“
今
年
度
の
町
道

除
雪
総
延
長
は
四
三
・
六
㎞
で
、

町
直
営
が
四
・
八
㎞
、
業
者
委
託

は
三
八
・
八
㎞
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。　

除
雪
機
械
に
つ
い
て
は
、
町
有

九
台
（
キ
ャ
タ
ビ
ラ
を
除
く
）
、

業
者
借
上
げ
が
九
台
、
計
十
八
台

で
町
道
全
体
の
除
雪
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
機
械
購
入
に
つ
い
て
は
、
国
の

雪
寒
対
策
機
械
と
い
う
補
助
事
業

で
芸
補
助
を
受
け
て
導
入
し
て
お

り
ま
す
。

　
年
間
全
体
の
除
雪
費
で
す
が
、

六
十
三
年
度
の
年
問
費
用
は
道
路

除
排
雪
経
費
市
町
村
道
分
三
、
四

八
五
万
七
千
円
、
公
共
施
設
除
排

雪
経
費
一
八
二
万
一
千
円
、
そ
の

他
除
排
雪
経
費
一
、
二
六
七
万
六

千
円
、
合
計
四
、
九
三
五
万
四
千

円
（
降
雪
量
七
四
〇
㎝
、
最
高
積

雪
深
二
月
五
日
、
一
二
三
㎝
）
と

い
う
よ
う
に
県
に
報
告
を
し
ま
し

た
。
こ
の
経
費
が
地
方
交
付
税
算

定
の
中
に
除
排
雪
分
と
し
て
組
み

込
ま
れ
、
地
方
交
付
税
の
一
部
と

し
て
町
に
入
り
ま
す
。

　
な
お
、
除
排
雪
分
と
し
て
い
く

ら
交
付
さ
れ
て
い
る
か
金
額
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
除
排
雪
、
そ
の

他
の
分
と
し
て
多
額
に
国
・
県
か

ら
支
出
さ
れ
て
い
る
事
は
確
か
で

す
。
　
　
　
建
設
課
・
総
務
課

畷 響7
』謹』．撫．

削
，
麹
ア

　
　
繊

除雪機械の性能も年々アップし、早く

きれいに除雪出来るようになりました。

圏　　
俳
句

　
俳
句
ば
か
り
で
な
く
短
歌
．
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

雪
国
は
雲
の
薄
目
の
初
日
差

　
　
　
　
　
ほ
の
お
ぐ
ほ

ふ
ぶ
く
た
び
焔
力
吼
え
る
ど
ん
ど
焼

火
の
番
を
残
し
て
村
の
ど
ん
ど
果
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

後
世
に
の
こ
す
か
ま
く
ら
ビ
デ
ォ
の
目

か
ま
く
ら
に
急
ぐ
孫
ら
ヘ
ホ
ッ
カ
イ
ロ

杓
あ
げ
て
大
ど
ん
ど
前
の
神
事
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

布
団
干
す
陰
り
は
早
し
日
短
か

ポ
イ
ン
チ
セ
ァ
一
鉢
さ
げ
て
友
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

秋
山
郷
牧
之
の
宿
の
冬
囲
い

二
、
三
枚
白
菜
は
が
し
タ
仕
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

こ
わ
さ
れ
し
我
が
家
か
た
ず
け
暮
早
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ど

短
日
や
野
沢
菜
洗
い
し
ひ
と
安
堵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

　
　
　
　
　
わ
び

雪
構
窓
な
き
佗
し
山
の
小
屋

バ
イ
ク
乗
る
そ
の
様
見
る
や
着
ぶ
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越

雨
に
発
ち
赤
城
は
冬
陽
か
ん
さ
ん
と

石
垣
の
段
坂
登
り
み
か
ん
狩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

鈴
木
　
俊
一

滝
沢
　
流
石

佐
藤
　
節
女

高
沢
ひ
で
女

丸
山
ト
ミ
子

佐
藤
多
美
女

井
部
　
朝
女

●
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滞
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範
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の
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と
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。

　
　
小
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作
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。
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に
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な
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下
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に
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築
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、
現
在
ま
で
よ
く
保
存
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た
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に
威
心
心
し
ま
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た
。
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城
内
は
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美
術
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や
資
料
が
陳

イ
列
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て
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り
全
体
が
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物
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の
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け
ま
し
た
。
地

る
下
に
は
大
き
な
レ
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ト
ラ
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が
あ

な
父
り
賑
わ
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て
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り
ま
し
た
。

フ
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フ
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向
う

　
沿
道
八
○
キ
ロ
メ
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ト
ル
に
は

赤
松
林
が
続
い
て
い
た
が
、
松
ク

イ
虫
に
苦
し
む
日
本
を
思
い
羨
し

く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
町
は
人
口

六
十
二
万
人
を
数
え
、
西
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イ
ツ

六
番
目
の
大
都
市
で
あ
っ
て
約
十

七
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
国
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
国
内
外
の
銀

行
が
四
二
〇
も
あ
る
と
い
う
国
際

都
市
で
あ
り
ま
す
。
大
空
港
も
大

き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
西
ド
イ
ツ
の
人
口
は
六

五
〇
〇
万
人
、
車
の
台
数
三
五
〇

〇
万
台
で
あ
っ
て
生
活
水
準
は
か

な
り
古
同
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
一
番
の
観
光
地
ラ
イ
ン

川
を
船
で
下
り
ま
し
た
。
川
の
沿

線
に
は
峻
険
な
地
形
の
中
に
多
数

の
城
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
城
の
数

は
全
部
で
三
千
ケ
所
と
も
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
大
半
は
ホ
テ
ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
博
物
館
、
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
一
方
廃
き
ょ
同
然
の
も
の
も

あ
る
よ
う
で
し
た
。

　
小
杉
先
生
が
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

ネ
コ
城
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
三
七
一
年
に
築
か
れ

た
も
の
で
こ
の
城
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

に
よ
っ
て
破
か
い
さ
れ
た
が
、
そ

れ
か
ら
十
年
後
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
失

脚
し
、
そ
の
後
城
再
建
の
運
動
が

起
り
修
復
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
へ
い
（
壁
）
の
厚
さ
ニ
メ
ー

ト
ル
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
塔
は

五
階
建
に
相
当
す
る
高
さ
で
あ
り

ま
す
。
小
杉
先
生
は
こ
の
城
を
四

三
〇
万
マ
ル
ク
、
日
本
円
で
約
三

川下りをしていると小高い山のあち二ちに古い城

を見る事が出来る

億
四
千
万
円
で
購
入
い
た
し
ま
し

た
。
現
在
荒
れ
た
状
態
で
す
が
ニ

ケ
年
か
け
て
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
駐
車
場
を
整
備
し
て
営
業

を
は
じ
め
た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ラ
イ
ン
川
は
二
一
一
二
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
船
か
ら
見

る
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
又
船
の

往
来
も
多
く
父
な
る
川
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

●

皆さんからのお便りをお待ちして

役場議会事務局までいます。

　除雪の事についてお伺いします。

　雪の降らない地方に比らべ、松之山の

ように沢山雪が降る所は除雪費用が大変

かと思います。除雪機の購入代や除雪の

費用に補助金などあるのでしょうか。

　　　　　　　　　　　（下蝦池　住人）

お
答
え
し
ま
す
“
今
年
度
の
町
道

除
雪
総
延
長
は
四
三
・
六
㎞
で
、

町
直
営
が
四
・
八
㎞
、
業
者
委
託

は
三
八
・
八
㎞
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。　

除
雪
機
械
に
つ
い
て
は
、
町
有

九
台
（
キ
ャ
タ
ビ
ラ
を
除
く
）
、

業
者
借
上
げ
が
九
台
、
計
十
八
台

で
町
道
全
体
の
除
雪
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
機
械
購
入
に
つ
い
て
は
、
国
の

雪
寒
対
策
機
械
と
い
う
補
助
事
業

で
芸
補
助
を
受
け
て
導
入
し
て
お

り
ま
す
。

　
年
間
全
体
の
除
雪
費
で
す
が
、

六
十
三
年
度
の
年
問
費
用
は
道
路

除
排
雪
経
費
市
町
村
道
分
三
、
四

八
五
万
七
千
円
、
公
共
施
設
除
排

雪
経
費
一
八
二
万
一
千
円
、
そ
の

他
除
排
雪
経
費
一
、
二
六
七
万
六

千
円
、
合
計
四
、
九
三
五
万
四
千

円
（
降
雪
量
七
四
〇
㎝
、
最
高
積

雪
深
二
月
五
日
、
一
二
三
㎝
）
と

い
う
よ
う
に
県
に
報
告
を
し
ま
し

た
。
こ
の
経
費
が
地
方
交
付
税
算

定
の
中
に
除
排
雪
分
と
し
て
組
み

込
ま
れ
、
地
方
交
付
税
の
一
部
と

し
て
町
に
入
り
ま
す
。

　
な
お
、
除
排
雪
分
と
し
て
い
く

ら
交
付
さ
れ
て
い
る
か
金
額
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
除
排
雪
、
そ
の

他
の
分
と
し
て
多
額
に
国
・
県
か

ら
支
出
さ
れ
て
い
る
事
は
確
か
で

す
。
　
　
　
建
設
課
・
総
務
課

畷 響7
』謹』．撫．

削
，
麹
ア

　
　
繊

除雪機械の性能も年々アップし、早く

きれいに除雪出来るようになりました。

圏　　
俳
句

　
俳
句
ば
か
り
で
な
く
短
歌
．
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

雪
国
は
雲
の
薄
目
の
初
日
差

　
　
　
　
　
ほ
の
お
ぐ
ほ

ふ
ぶ
く
た
び
焔
力
吼
え
る
ど
ん
ど
焼

火
の
番
を
残
し
て
村
の
ど
ん
ど
果
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

後
世
に
の
こ
す
か
ま
く
ら
ビ
デ
ォ
の
目

か
ま
く
ら
に
急
ぐ
孫
ら
ヘ
ホ
ッ
カ
イ
ロ

杓
あ
げ
て
大
ど
ん
ど
前
の
神
事
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

布
団
干
す
陰
り
は
早
し
日
短
か

ポ
イ
ン
チ
セ
ァ
一
鉢
さ
げ
て
友
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

秋
山
郷
牧
之
の
宿
の
冬
囲
い

二
、
三
枚
白
菜
は
が
し
タ
仕
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

こ
わ
さ
れ
し
我
が
家
か
た
ず
け
暮
早
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ど

短
日
や
野
沢
菜
洗
い
し
ひ
と
安
堵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

　
　
　
　
　
わ
び

雪
構
窓
な
き
佗
し
山
の
小
屋

バ
イ
ク
乗
る
そ
の
様
見
る
や
着
ぶ
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越

雨
に
発
ち
赤
城
は
冬
陽
か
ん
さ
ん
と

石
垣
の
段
坂
登
り
み
か
ん
狩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

鈴
木
　
俊
一

滝
沢
　
流
石

佐
藤
　
節
女

高
沢
ひ
で
女

丸
山
ト
ミ
子

佐
藤
多
美
女

井
部
　
朝
女

●
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公共職業安定所の愛称が

■

に決まりました
　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
よ
り
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
と
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

心
掛
け
て
仕
事
を
し
て
行
く
た
め

愛
称
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
と
い

う
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
上
越
公
共
職
業
安
定
所

本
所
を
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越
」

と
呼
び
、
上
越
北
出
張
所
は
「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越
北
」
・
安
塚
分

室
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
塚
」
と

言
う
事
に
し
ま
し
た
。

　
電
話
に
よ
る
応
対
も
、
こ
の
呼

称
を
使
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
安
塚

の
安
定
所
へ
電
話
を
掛
け
た
場
合

「
ハ
イ
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
塚
で

す
」
と
応
・
し
ま
す
の
で
　
あ
わ

て
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
呼
び
方
は
、
あ
く
ま
で
愛

称
で
す
の
で
、
正
式
な
呼
び
方
は

公
共
職
業
安
定
所
と
変
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
き

越
熱

上
だ

　
ク
く

　
　
一
び

　
ワ
呼

　
　
一
お

　
ロ
と

　
　
ハ

u
＾
）

亨

夕一シ

言
量

コーナーを開設

　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
並
び
に

当
町
で
は
、
地
元
出
身
で
県
外
に

就
職
し
て
お
ら
れ
る
方
、
及
び
県

外
の
大
学
．
短
大
．
高
専
・
専
修

学
校
に
就
学
し
、
郷
里
（
県
内
）

で
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に

平
成
二
年
一
月
一
日
か
ら
U
タ
ー

ン
希
望
者
の
登
録
制
度
を
発
足
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
お
知
り
合

い
の
方
で
U
タ
ー
ン
し
て
就
職
を

ご
希
望
の
方
は
、
U
タ
ー
ン
コ
ー

ナ
ー
を
産
業
課
職
業
係
に
併
設
し

ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
は
代
理
の
方
（
家

族
）
及
び
電
話
で
も
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

簡
易
保
険

　
　
公
共
施
設
整
備
に
役
立
つ

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金
の
力
を
借
り

て
、
町
の
色
々
な
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
の
各
事
業
別
借
入
額
は
、
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
辺
地
対
策
事
業
債

○
町
道
、
東
川
藤
倉
天
水
越
線

　
（
改
良
）
　
五
、
一
〇
〇
万
円

▼
過
疎
対
策
事
業
債

○
町
道
、
東
川
上
蝦
池
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
六
六
〇
万
円

○
町
道
、
湯
本
兎
口
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
一
、
六
六
〇
万
円

o
町
道
、
東
川
蕨
倉
天
水
越
線

　
（
舗
装
）
　
　
　
七
〇
〇
万
円

○
町
道
、
大
荒
戸
小
谷
線
（
舗
装
）

　
　
　
　
　
　
一
、
四
二
〇
万
円

○
町
道
、
大
荒
戸
松
代
線
（
突
角

　
せ
ん
除
）
　
　
　
七
三
〇
万
円

o
町
道
、
中
坪
線
（
舗
装
）

　
　
　
　
　
　
一
、
〇
六
〇
万
円

○
水
梨
地
区
、
集
落
開
発
セ
ン
タ

　
ー
　
　
　
　
一
、
一
六
〇
万
円

○
町
民
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
五
、
二
〇
〇
万
円

○
消
防
施
設
、
防
火
水
槽
（
大
荒

　
戸
、
光
間
）
小
型
動
力
ポ
ン
プ

　
（
藤
倉
）
　
　
　
二
七
〇
万
円

　
合
計
．
一
億
二
、
八
六
〇
万
円

以
上
二
事
業
で

　
　
　
　
一
億
七
、
九
六
〇
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
加
入
者
の
共
同
財

産
で
あ
る
積
立
金
、
地
方
自
治
体

に
融
資
さ
れ
、
住
民
の
生
活
環
境

整
備
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
り
，

　
　
　
　
　
、
　
。

　
　
　
，
砿
－
ラ

　
　
、
堕
－
、
ど

雛
・
Ω

　
　
　
　
　
　
。
　
　
（
．

　
　
　
　
．
畠

上越保健所

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
項
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
圷
間
時

テ　
　
　
　
、
　
　
　
み

　
　
健
と
月
て
て
れ
午

康
憾
饗
粛
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
に

健康テレフォンサービス
　上越保健所では、地域の皆さんの健康作りに役立てても
らいたいと、電話による情報サービスを行っています。

　2・3月のサービス内容は次のようになつておりますの
で、聞いてみたい項目がありましたら、0255・一23－1315番

　かけられる時間は、平日午後5時～翌朝8時30分までと、
土曜日の午後0時～月曜朝8時30分までとなっています。
◎内　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
　　月　母乳栄養　　　　・（母子）　　　　　’　）う

薙島講衣類と繍　 、◎闘
　　木　肝臓の病気　　　　（働き盛り）

　　金　お年寄の不眠　　　（老人）

　　土・日　結核のおはなし

おめでた（幽生）
リ　　ノあ

理美ちゃん　小野塚幸夫さんの長女　　（東　川
コハく　や

琢哉ちゃん　山岸　治二さんの長男　　（大荒戸
ずレきら

旭ちゃん　　志賀　英一さんの二男　　（松之山
けム　ノ

健太ちゃん　滝沢　博一さんの長男　　（松之山
ニう　し　

浩司ちゃん　大見　正幸さんの長男　　（下蝦池

窃《薙》み（死亡）　　　　　　　　〔死亡年月日〕

高橋　道幸さん　42歳（天水島〉平八　　　　〔2・1・1〕
小野塚ナミさん　60歳（中　坪）峰　　　　　〔2・1・5〕
小野塚　茂さん　71歳（松之山）正野屋　　　〔2・1・11〕

福原亀太郎さん　80歳（小　谷）長兵工　　　〔2・1・13〕

竹内徳治郎さん　78歳（豊　田）ためえん　〔2・1・20〕

※12月29日から1月31日届出分までです。

。
　
虜

。
。
。

君
G

り物
票

癖
す触

　
　
　
O

腎

　
　
ヌ
　
　
　
ぼ

　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

婁
鵤

鳶
蕉
＼

い
く
っ
毛

か
け
て
詣
ぶ

．

左
ろ
㍉
な

∬
　
　
　
　
ハ
イ

縄
鹸
．
・

で
ノ

、
’
9

　
、

／B同＿’A為綾口川’液

d
絞塵

　
　
　
　
へ

㌘
　
　
　
　
／

一＼

嘉

　　織縄
華鋤、

有
段
を
め
ざ
し
て

黒先白死（1手だけ）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

2
月
2
4
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

　
　
1
月
号
の
答
え
　
　
聞
）
勧
刺
創

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
之
〃
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
小
湯
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
さ
ん
ん
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
さ
さ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
二
松
伸
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伸
外
代
　
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
　
　
田

　
　
　
　
　
　
・
．
働
舘
噸
難
衆

ま
ず
、
黒
1
と
オ
キ
ま
す
。
白
2
で
二
眼
で

き
そ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
黒
3
が
手
筋
。

こ
れ
で
白
は
参
っ
て
い
る
の
で
す
。
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l
N
田
1

●

公共職業安定所の愛称が

■

に決まりました
　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
よ
り
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
と
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

心
掛
け
て
仕
事
を
し
て
行
く
た
め

愛
称
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
と
い

う
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
上
越
公
共
職
業
安
定
所

本
所
を
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越
」

と
呼
び
、
上
越
北
出
張
所
は
「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越
北
」
・
安
塚
分

室
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
塚
」
と

言
う
事
に
し
ま
し
た
。

　
電
話
に
よ
る
応
対
も
、
こ
の
呼

称
を
使
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
安
塚

の
安
定
所
へ
電
話
を
掛
け
た
場
合

「
ハ
イ
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
塚
で

す
」
と
応
・
し
ま
す
の
で
　
あ
わ

て
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
呼
び
方
は
、
あ
く
ま
で
愛

称
で
す
の
で
、
正
式
な
呼
び
方
は

公
共
職
業
安
定
所
と
変
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
き

越
熱

上
だ

　
ク
く

　
　
一
び

　
ワ
呼

　
　
一
お

　
ロ
と

　
　
ハ

u
＾
）

亨

夕一シ

言
量

コーナーを開設

　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
並
び
に

当
町
で
は
、
地
元
出
身
で
県
外
に

就
職
し
て
お
ら
れ
る
方
、
及
び
県

外
の
大
学
．
短
大
．
高
専
・
専
修

学
校
に
就
学
し
、
郷
里
（
県
内
）

で
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に

平
成
二
年
一
月
一
日
か
ら
U
タ
ー

ン
希
望
者
の
登
録
制
度
を
発
足
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
お
知
り
合

い
の
方
で
U
タ
ー
ン
し
て
就
職
を

ご
希
望
の
方
は
、
U
タ
ー
ン
コ
ー

ナ
ー
を
産
業
課
職
業
係
に
併
設
し

ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
は
代
理
の
方
（
家

族
）
及
び
電
話
で
も
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

簡
易
保
険

　
　
公
共
施
設
整
備
に
役
立
つ

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金
の
力
を
借
り

て
、
町
の
色
々
な
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
の
各
事
業
別
借
入
額
は
、
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
辺
地
対
策
事
業
債

○
町
道
、
東
川
藤
倉
天
水
越
線

　
（
改
良
）
　
五
、
一
〇
〇
万
円

▼
過
疎
対
策
事
業
債

○
町
道
、
東
川
上
蝦
池
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
六
六
〇
万
円

○
町
道
、
湯
本
兎
口
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
一
、
六
六
〇
万
円

o
町
道
、
東
川
蕨
倉
天
水
越
線

　
（
舗
装
）
　
　
　
七
〇
〇
万
円

○
町
道
、
大
荒
戸
小
谷
線
（
舗
装
）

　
　
　
　
　
　
一
、
四
二
〇
万
円

○
町
道
、
大
荒
戸
松
代
線
（
突
角

　
せ
ん
除
）
　
　
　
七
三
〇
万
円

o
町
道
、
中
坪
線
（
舗
装
）

　
　
　
　
　
　
一
、
〇
六
〇
万
円

○
水
梨
地
区
、
集
落
開
発
セ
ン
タ

　
ー
　
　
　
　
一
、
一
六
〇
万
円

○
町
民
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
五
、
二
〇
〇
万
円

○
消
防
施
設
、
防
火
水
槽
（
大
荒

　
戸
、
光
間
）
小
型
動
力
ポ
ン
プ

　
（
藤
倉
）
　
　
　
二
七
〇
万
円

　
合
計
．
一
億
二
、
八
六
〇
万
円

以
上
二
事
業
で

　
　
　
　
一
億
七
、
九
六
〇
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
加
入
者
の
共
同
財

産
で
あ
る
積
立
金
、
地
方
自
治
体

に
融
資
さ
れ
、
住
民
の
生
活
環
境

整
備
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
り
，

　
　
　
　
　
、
　
。

　
　
　
，
砿
－
ラ

　
　
、
堕
－
、
ど

雛
・
Ω

　
　
　
　
　
　
。
　
　
（
．

　
　
　
　
．
畠

上越保健所

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
項
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
圷
間
時

テ　
　
　
　
、
　
　
　
み

　
　
健
と
月
て
て
れ
午

康
憾
饗
粛
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
に

健康テレフォンサービス
　上越保健所では、地域の皆さんの健康作りに役立てても
らいたいと、電話による情報サービスを行っています。

　2・3月のサービス内容は次のようになつておりますの
で、聞いてみたい項目がありましたら、0255・一23－1315番

　かけられる時間は、平日午後5時～翌朝8時30分までと、
土曜日の午後0時～月曜朝8時30分までとなっています。
◎内　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
　　月　母乳栄養　　　　・（母子）　　　　　’　）う

薙島講衣類と繍　 、◎闘
　　木　肝臓の病気　　　　（働き盛り）

　　金　お年寄の不眠　　　（老人）

　　土・日　結核のおはなし

おめでた（幽生）
リ　　ノあ

理美ちゃん　小野塚幸夫さんの長女　　（東　川
コハく　や

琢哉ちゃん　山岸　治二さんの長男　　（大荒戸
ずレきら

旭ちゃん　　志賀　英一さんの二男　　（松之山
けム　ノ

健太ちゃん　滝沢　博一さんの長男　　（松之山
ニう　し　

浩司ちゃん　大見　正幸さんの長男　　（下蝦池

窃《薙》み（死亡）　　　　　　　　〔死亡年月日〕

高橋　道幸さん　42歳（天水島〉平八　　　　〔2・1・1〕
小野塚ナミさん　60歳（中　坪）峰　　　　　〔2・1・5〕
小野塚　茂さん　71歳（松之山）正野屋　　　〔2・1・11〕

福原亀太郎さん　80歳（小　谷）長兵工　　　〔2・1・13〕

竹内徳治郎さん　78歳（豊　田）ためえん　〔2・1・20〕

※12月29日から1月31日届出分までです。

。
　
虜

。
。
。

君
G

り物
票

癖
す触

　
　
　
O

腎

　
　
ヌ
　
　
　
ぼ

　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

婁
鵤

鳶
蕉
＼

い
く
っ
毛

か
け
て
詣
ぶ

．

左
ろ
㍉
な

∬
　
　
　
　
ハ
イ

縄
鹸
．
・

で
ノ

、
’
9

　
、

／B同＿’A為綾口川’液

d
絞塵

　
　
　
　
へ

㌘
　
　
　
　
／

一＼

嘉

　　織縄
華鋤、

有
段
を
め
ざ
し
て

黒先白死（1手だけ）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

2
月
2
4
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

　
　
1
月
号
の
答
え
　
　
聞
）
勧
刺
創

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
之
〃
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
小
湯
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
さ
ん
ん
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
さ
さ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
二
松
伸
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伸
外
代
　
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
　
　
田

　
　
　
　
　
　
・
．
働
舘
噸
難
衆

ま
ず
、
黒
1
と
オ
キ
ま
す
。
白
2
で
二
眼
で

き
そ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
黒
3
が
手
筋
。

こ
れ
で
白
は
参
っ
て
い
る
の
で
す
。
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お
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉

　　　　　　　　　嚢轡．毒懸

く‘また。211〈ん灘雛蕊．』瞭ジ

　　　　　　　　　　　　インコを見ているところ

さとうたけしくん
さとうくにひこくん

　　　上越学生寮入寮生募集

　東京葛飾区金町にありますL越学生寮では、平成2年度
の人寮生を募集しています。
　今年度募集する人数は男子のみの20名前後を予定してお
り、希望者の選考は3月lo日（土）とな一）ております。

　入寮に関する費用は、入寮費、15，000円、毎月の寮費は
31，200円（2食賄付）で、人寮費に関しては2回分納でき
ます。

◎選考要項
（）入寮資格

　・本籍地がL越地ノ∫のノ∫

　・出身高等学校の所在地がト越地方である事
　・新制大学・〔塁’：門学校へ人学見込又は在学中のノ∫

c）選考ll時　3月10目（L）
（‘．）　ノノ　坊扮り『　り浅、’／二ll一’∫illド、石負享’学坤交

O　ノノ　ノノ～去　　1緬　　手妾

◎選考’を’受こナ、よ一）というノゴ1よ‘拝自llに原f后磐σ）主是1島力ご4と・要て“す。

　詳しい資料等は直接学生寮0）方へ申し込みードさい。

〒125東京都葛飾区金町1f目23α）1（｝　L越学．生』寮

　　　塗1（｝3『600 6三81　　　　．一　．㎜　　」

」
’
た
八
降
り
始
め
た
ら
止
む
事

を
忘
れ
た
よ
う
に
降
り
続
き
、
、
五

」
へ
・
、
瓦
九
豪
雪
を
し
の
ぐ
勢
い
で

し
た
。
や
っ
は
り
松
之
山
は
豪
雪

地
な
ん
だ
と
、
改
め
て
碁
、
え
さ
せ

∴
、
れ
ま
し
た
。

運
動
．
杢
足
の
身
体
に
は
、
ち
ょ

っ
と
厳
し
い
今
回
の
雪
だ
っ
た
よ

う
で
す
ね
c

ヤ
・
旨
て
月
日
の
経
っ
の
は
早
い
も

の
で
、
．
平
成
二
年
も
一
ヵ
月
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
高
校
宝
も
今
月
末
に
は
卒

業
式
を
迎
え
、
新
た
な
道
を
歩
む

事
に
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
忘

れ
ず
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

　ゆ霧・薙ぞ

ポーポ焼きを見ているところ

，
『

広報

1ggo3月号（Nα169）

嫉

欝／1、翻燈

1艇y嫌冷
絵難まと。、．謝勧

）きだるまをイ乍っているところ

▼
1
月
の
で
き
ご
と

1
－

－
ー

15
日

2218
日　日

2625
日　日

共
済
嘱
託
員
会
議

ヒ
越
中
幽
子
校
ス
キ
ー
人
会

（
1
2
日
ま
で
）

婿
投
げ
・
す
み
ぬ
り
（
湯

本
）例

月
監
査

ス
キ
ー
場
安
全
対
策
連
絡

議
会
建
設
委
員
会

〃
産
業
経
済
委
員
会

　
　
民
生
委
員
会

29
H
　
曲
辰
豊
表
委
員
匁
バ
舩
拠
会

▼
2
月
の
予
定

－
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
　
（
2
日
ま
で
〉

4
目
　
松
之
山
町
ス
キ
ー
大
会

m
日
　
浦
田
豪
噌
．
塾
（
1
2
H
ま
で
）

　
　
葛
飾
冒
険
賜
．
r
校
（
1
2
日
ま

　
　
で
黒
倉
）

15

日
例
月
監
査

18
日
　
衆
議
院
議
員
選
挙
投
価
．
ゲ
H

25
H
　
町
内
各
小
幽
．
r
校
区
ス
キ
ー

　
　
人
会

．
．
．
月
一
日
の
人
口

．
総
人
口
／
．
．
一
、
九
一
、
ご
二
（
▲
一
）
．

　
　
男
／
〆
、
、
九
二
三
　
（
　
一
）

　
　
女
／
／
』
、
〇
一
〇
（
▲
二
）

世
帯
数
／
一
、
．
八
八
（
▲
一
）

．
（
）
内
は
一
月
｝
H
と
の
比
較

▲
は
減

．
広
報
ま
つ
の
や
ま
二
月
号

　
．
平
成
一
、
年
一
一
月
十
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
奮
六
－
一
二
一
一
二
一
　
．

　
編
集
／
議
会
事
務
局

2
月
2
7
日

県
内
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て

県
立
安
塚
高
等
学
校

松
之
山
分
校
で
卒
業
式
が

行
わ
れ

53
名
が
学
舎
を
　
・

あ
と
に
し
ま
し
た
。


